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建設機械市場の現状

1．建設機械出荷金額推移

2011 年度の建設機械出荷金額（内需・外需の合計）は，2 兆 3,504

億円で前年度比 20％増加となった。内需は 6,631 億円で 30％増加，

外需は 1 兆 6,873 億円で 16％増加し，内需，外需，総合計ともに増

加となった。

内需について製品別に見ると，油圧ショベル 43％増加［1,970 億

円］，ミニショベル 36％増加［576 億円］，トラクタ 21％増加［672

億円］となった。

内需全体では 30％増加，上記を含む全機種と補用部品が増加し

た。

また，外需について製品別に見ると，トラクタ 28% 増加［2,384

億円］，油圧ショベル 16% 増加［7,607 億円］，ミニ油圧ショベル

25% 増加［1,243 億円］となった。

外需全体では 16％増加，油圧ブレーカ・圧砕機を除く全機種と

補給部品が増加した。

［表─ 1］に「建設機械出荷金額実績（内需・外需）」の推移を示

す。

2．市場動向

（1）国内市場

建設機械の国内出荷金額実績は，図─ 1 に示す通り，2002 年度

以降，建設投資（名目値）は減少傾向であるのに対して，建設機械

出荷金額は 2007 年度までの間，5 年連続増加に転じている。この

要因として，排ガス規制による代替需要，さらにはここ数年高水準

に推移する中古車の海外輸出を背景にレンタル業を主とした更新需

要により，増加基調が継続したものと思われる。

しかし，2008 年 9 月のリーマンショックを発端とする世界同時不

況は，輸出主導・外需依存で長期に亘って成長を続けてきた日本経

済に深刻な影響を与え，建設機械市場においても極めて厳しい環境

となり，2008 年度，2009 年度と連続して大幅な減少になったが，

2010 年度については，公共投資は低水準で推移するものの，民間建

設投資は一部好材料もあり，回復基調に転じ，若干の増加となった。

こうした中，2011 年 3 月に東日本大震災が発生し，2011 年度は

これの復旧・復興に起因するリース・レンタル向け等の需要が見込

まれ，建設投資は微増ながら，油圧ショベルの前年比 43％増加を

始め，全機種にて対前年比 30％の増加となった。

表─ 1　建設機械出荷金額実績（内需・外需）
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［図─ 1］に「建設機械出荷実績（内需）」と「建設投資（名目値）」

の推移を示す。

図─ 2 に示す通り，建設機械の主力製品である油圧ショベルの

国内出荷台数は，2002 年度を底に 2003 年度以降，2007 年度まで 5

年連続増加に転じたものの，2008 年度は，前年度比 38％の減少，

2009 年度は前年度比 50％と大幅な減少となった。

こうした中，2010 年度については，リース・レンタル業を中心

とした需要増加により，対前年度比 39％の増加となった。さらに

2011 年度については震災の復旧・復興に起因する，主にリース・

レンタル業の需要増加により，対前年比 58％の増加となった。

［図─ 2］に「油圧ショベル国内出荷台数」の推移を示す。

（2）海外市場

図─ 3 に示す通り，2002 年度以降，主要なマーケットである北米・

中南米地区，欧州の好調な経済成長を背景に，また高成長の著しい

アジア地区にも牽引され，2007 年度まで増加傾向に転じた。

しかし，2008 年 9 月のリーマンショックを発端とする世界同時不

況により，2008 年度は前年度比 17% 減少，2009 年度は前年度比

54％減少と大幅な減少となったが，2010 年度については，中国・ア

ジアを中心とした新興国および資源開発国向けの需要の増加に加え，

米国市場，欧州市場等の回復により，前年度比 79％増加に転じた。

しかしながら 2011 年度では中国での需要が前年度比で 36％減少

し，他の地域での前年に続く需要増にもかかわらず，全体では前年

度比の 25％増加であった。

地区別に見ると，北米・中南米 59％増加［3,450 億円］，旧ソ連・

東欧 56％増加［831 億円］，欧州 30％増加［1,644 億円］，中国 36％

減少［1,095 億円］，中近東 6％増加［789 億円］，中国を除くアジア

20％増加［2,704 億円］，オセアニア 55％増加［998 億円］，アフリ

カ 63％増加［528 億円］となった。

［図─ 3］にコンポーネントを除いた「建設機械完成品地域別輸

出金額」の推移を示す。（2002 年度より，アジア地区を「中国」と「ア

ジア（中国除く）」に区分した。）

図─ 4 に示す通り，製品別に見ると，国内市場と同様に油圧ショ

ベルの出荷割合が増加しており，2011 年度の総出荷金額は 7,607 億

円と全体の 45％を占める。また，トラクタは 2,384 億円と全体の

14％，ミニショベルは，1,234 億円と全体の 7％を占める。

［図─ 4］に「建設機械別海外出荷金額」の推移を示す。

3．リース・レンタル動向

2011 年度の国内におけるリース・レンタル業向け出荷金額比率
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図─ 1　建設機械出荷実績（内需）／建設投資（名目値）
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図─ 3　建設機械完成品地域別輸出金額
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（主要 5 製品）は 40％と前年度比 1％増加となった。これは，上記

2-（1）に記載の通り，2008 年 9 月のリーマンショックを発端とす

る世界同時不況による国内経済の低迷からこれまで買い控えていた

反動，並びに東日本大震災による復興・復旧に起因して，需要が増

加したものと思われる。

［表─ 2］に補給部品を除いた建設機械本体の「業種別（リース・

レンタル／その他）国内出荷金額実績」の推移を示す。

国内市場の主力製品である油圧ショベルのリース・レンタル比率

は 48％と前年比 1％増加，ミニショベルは 49％と前年同等である。

［図─ 5］に「リース・レンタル業向け出荷金額比率（主要 5 製品）」

を示す。

4．中古車市場動向

国内からの中古車輸出の増加が，更新を主とした国内新車需要の

喚起になると想定される点については，2-（1）「国内市場」の項で

触れているが，本項ではその中古車の流通状況について特徴を記し

た。

（1）新車販売台数と中古車発生台数

中古車の発生は下取・買取等で新車販売店に入庫するものと，中

古車販売会社が買取するものとの 2 通りに大別される。その総発生

量と新車販売台数を表したのが，［図─ 6］「中古車発生・新車販売

台数（主要 6 機種）」である。

なお，主要 6 機種とは油圧ショベル，ミニショベル，クローラト

ラクタ，ホイールローダ，クローラクレーン，ラフテレーンクレー

ンである。

［図─ 6］の通り，過去 10 年間の中古車発生台数は新車販売台数

より多く，2002 年度は，新車販売台数の 2.3 倍と比率では頂点とな

り，以降新車販売台数の増加に伴い比率は減少傾向であったが，

2011 年度は 2010 年度に引き続き，新車販売台数は増加となった一

方，中古車発生台数は減少したため，中古車と新車の比率は 1.2 倍

表─ 2　業種別（リース・レンタル／その他）国内出荷金額実績
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となった。

近年の日本発の中古車輸出台数は，一昨年から続く円高の影響も

あり減少傾向で推移している。

（2）中古車の需要傾向

発生した中古車は一部（部品取・スクラップ等）を除き，大半が

国内または海外（輸出）に販売される。これを国内・海外需要とし

て過去の推移を見ると，［図─ 7］「中古車需要の国内・海外構成（主

要 6 機種）」の通りである。

［図─ 7］に示す通り内需は年々減少傾向にある反面，外需は増

加基調にあったが，前述の通り，2011 年度は前年度比 75% の

44,170 台となった。

（3）中古車輸出状況

［図─ 8］「機種別中古車輸出台数」は，2005 年度～ 2011 年度の

中古車機種別輸出状況を示す。2011 年度の機種構成では，油圧ショ

ベルが約 42％で最も多く，ついでミニショベル（29％），ホイール

ローダ（16％）の順である。

また，中古油圧ショベルの輸出先を見ると，［図─ 9］「中古油圧

ショベル輸出先状況」の通りであり，2011 年度は，「中国・香港」

が 32％と前年に比べて大幅に減少しており，ついで「ベトナム」

（13％），「マレーシア」と「タイ」（10％）である。東アジア，東南

アジア以外で輸出台数が多い地域はロシア・CIS 諸国で，全体の約

7% を占めている。

（4）中古車の販売および現況

中古車の発生台数は 4 年連続の減少となった。また，主要 6 機種

の中古車需要台数（国内・海外）も昨年度より減少しており，海外

輸出比率も 2010 年度の 73％から 2011 年度は 70％と低下した。中

古車販売会社のオークション等で，世界同時不況から回復基調に支

えられた海外バイヤー（香港・中国他）の購入意欲持ち直しが期待

されたが，円高傾向の定着により，引き続き中古車需要・販売の低

迷が懸念される。

5．建設機械市場の今後の見通し

2012 年度における国内市場については，引き続き震災の復旧・

復興に起因するリース・レンタル向け等の需要が見込まれ，出荷金

額は 6,666 億円［前年同期比 18％増加］（補給部品含まず）となり，

3 年連続で増加すると予測される。

また，海外市場については，新興国および資源開発国向けの需要

に加え，北米，オセアニア向けの需要が好調であること等から，出

荷金額は 1 兆 6,006 億円［前年同期比 6％増加］（補給部品含まず）

となり，3 年連続で増加すると予測される。

尚，上記掲載統計諸資料は㈳日本建設機械工業会 発表の統計資

料による。

� （文責：池山・鈴木）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

2000
年度

2001
年度

2002
年度

2003
年度

2004
年度

2005
年度

2006
年度

2007
年度

2008
年度

2009
年度

2010
年度

2011
年度

台

0.0%

50.0%

100.0%

150.0%

200.0%

250.0%

300.0%

350.0%

中古車発生台数

新車販売台数

中古車／新車

図─ 6　中古車発生・新車販売台数（主要 6 機種）
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図─ 7　中古車需要台数の国内・海外構成（主要 6 機種）
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図─ 8　中古車機種別輸出台数（主要 6 機種）
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